
啓発活動への参加
返還要求運動を経験する

（北方領土対策課）令和３年度～令和５年度の取組 【 ３ カ 年 事 業 】

 返還要求運動の中心を担ってきた元島民の平均年齢が８６歳を超え、返還要求運動の次世代への継承が課題
となっている。

 現在、高校生向けの啓発事業は非常に少なく、また、根室管内の高校には、北方領土問題を取り扱っている部
活動（同好会、クラブ）は根室高校のみとなっている。全国の先頭に立ち、返還要求運動の中心を担う根室地域と
しても、運動を引き継ぐ後継者の育成として、高校生に焦点を当てた取組が必要。

必 要 性

ねらい

本事業の実施により、返還要求運動の中心を担う後継者の育成と同世代への啓発効果を図る。

北方領土問題について
興味と関心を持つ

啓発活動の実施
自ら行動する

 デジタルサイネージ映像の活用
→ 令和４年度に制作したデジタル
サイネージ映像を活用し、根室
管内の高校や中心街、札幌市内
の中心街などで啓発活動を実施
（予定）

 高校生向けパンフレットの配布
・ 北方領土問題の概要
・ 北方領土根室研究会の活動
・ サポーター制度の紹介 など

■ 高校巡回北方領土パネル展の開催
→ 新型コロナウイルス感染症の感
染拡大により、年度内は中止

 高校巡回北方領土パネル展の開催
→ 根室管内すべての高校で、パン
フレットを補完する内容のパネ
ル展を開催（令和３年度より延
期しての開催）

 高校生Ｎサミットの開催
→ 根室管内の高校生を集め、同世
代に啓発するためのデジタルサ
イネージ映像を制作


